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第 1 章　教育をめぐる現状と課題

※１ グローバル化

    情報通信技術の進展、交通手段の発達による移動の容易化、市場の国際的な開放等により、政治、経済、 
　文化、情報等の国際的移動が活性化して、様々な分野において、従来の国や地域の垣根を超え、地球規模 
　で資本や情報のやり取りが行われること。
　　
※２ 超スマート社会（Society5.0）　

　　内閣府の『第５期科学技術基本計画』において、「サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空 
　間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会 
　（Society）」と定義されている。
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１ 二戸市の教育行政のあり方について

教育委員会では、平成 年３月に策定した「二戸市教育振興基本計画」に示す基本目

標の実現に向け、市長部局と連携し、教育の質の向上と市民の期待に応える教育行政の

推進に取り組んできました。

本計画期間においては、本市の最上位計画となる二戸市総合計画に示されている「若

者・女性がいきいき輝き子どもの声があふれるまちづくり」等の政策を推進するととも

に、本市の教育を取り巻く環境や諸課題が多様化・複雑化・深刻化する中、これまでの

現状と課題を踏まえ、引き続き、「学びの広がるまちづくり、未来を拓く人づくり」を基

本目標に、学校・家庭・地域及び関係機関が一体となり、本計画に掲げる４つの施策を

推進します。

 
 

２ 主要課題について

（１）学校教育の充実

これからの時代を生きる子どもたちは、グローバル化の進展や絶え間ない技術革

新、急激な少子高齢化などの変化により、予測困難な時代を生き抜いていかなけれ

ばなりません。

このような時代を生き抜くための力を培うために、新しい学習指導要領が小学校

では令和２年度から全面実施されました。また、同様に中学校でも令和３年度から

実施されることとなっております。

一方、学校では新しい時代に即した研修を通して教員の資質向上を図るとともに、

学校や教職員だけでなく地域や保護者と協働し、「地域総ぐるみ」で子どもたちを育

てていくコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の導入が求められており

ます。また、働き方改革により教職員の業務の精選を図るとともに、教育の質を向

上させていく必要があります。加えて、新たな時代に即した教育を推進し、様々な

取組を充実させるためには、学校の施設・設備面の充実も必要不可欠となります。

これらのことから、ソフト面・ハード面における学校教育の充実を通して、これ

からの時代を生き抜く子どもたちに知・徳・体の調和のとれた「生きる力」を育ん

でいく必要があります。
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（２）社会教育の充実

心豊かで健全な子どもたちを育むために、教育振興運動を基盤として子ども・家

庭・学校・地域・行政の５者が実践活動と相互協力に取り組んできましたが、地域

における人間関係の希薄化や核家族・共働き家庭の増加などにより、子どもを取り

巻く環境が変化し、学校に関わる地域の人材確保が難しい状況です。

今後は、学校と地域や家庭が連携・協働する「学校を核とした地域づくり」をめざ

し、地域学校協働活動の充実等に取り組む必要があります。

また、高度情報化や社会環境の変化とともに、価値観の多様化、複雑化により心

の豊かさや生きがいを求める人が増えています。人生 年時代を迎える中、「いつ

でも・どこでも・だれでも」生涯にわたって学習を継続できる環境づくりを進める

必要があります。

（３）芸術文化の振興

本市の芸術文化活動は、各種団体やサークルにより文化祭など積極的に地域で発

表の場を設け、広く展開されています。芸術文化は生きる喜びをもたらし、地域に

おいて活動を進めていくことは、共生社会の基盤にもなり得ます。しかし、少子高

齢化や若者の流出など社会の多様化に伴い、会員や継承者が減少し芸術文化活動の

停滞が見られます。

このことから、芸術文化を振興するために、活動団体の育成や芸術文化に親しむ

機会の提供、活動拠点の環境整備などを進める必要があります。

また、文化財や地域に残る文化は、地域の長い歴史の中で生まれ、育まれ、今日

の世代に守り伝えられてきた貴重な財産であり、二戸市の宝といえるものです。

二戸市の宝を後世に受け継いでいくため、継続性・一貫性のある文化財の保護活

用を促進するとともに、地域住民が郷土に誇りと愛着を持ち地域文化を継承してい

く必要があります。

（４）スポーツの推進

スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは、すべての人の権利であり、心

身の健康づくりや体力の向上・保持増進にも重要な役割を果たします。

そのため、本市で委嘱しているスポーツ推進委員と連携しながら、スポーツ推進

体制の充実に努める必要があります。

また、市民がライフステージに応じた体力向上や健康増進を目的とし、気軽に参

加できるスポーツ大会や教室開催など、スポーツ環境の整備とスポーツに関わる人

材育成に取り組んでいく必要があります。
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第３章　基本目標と基本的方向性
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